




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































比較項目 A案 B案i C案
ルート主旨 現道改良案 新規ルート案 一部新規ルート案
土工延長（k田） 8．　2 3．　9 4．　5
橋梁延長（k銅） 「。　5 2．　9 2。　9
トンネル延長（km） コ。　4 3．　o 3．　o
総：延長（k④ 堰　罹。　コ 9．　8 コ。。　4
直接工事費（億円） 98 205 唱80
用地家屋補償費（億円） 「 8 4
総工；事費（億円） 99 2壌　3 竃84
単位工事費（億円／km） 8．　9 2「．　7 竃　7．　7
経済性 ◎ △ ○
走行性 ○ ◎ 0
景観性 ◎ △ △
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図一8．1建設CA：LS／ECに示される電子データ活用の流れ
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　本研究は，建設CALS／ECのアクションプログラムに示される「国土の情報の電子
化」に関する研究である．すなわち，建設CALS／ECが目的とするコストダウン，高
効率化および品質向上が，個々の組織の中で行われてきた情報化，情報システム化の
目的と類似していることから，既存の情報システムと連携を図るためのインターフェ
ースを改造することで個別最適化ではなく全体最適化を行うことが研究のねらいで
ある．このために，従来のEWS環境からパーソナルコンピュータ環境への移行，イ
ンターネットや画像データベース等のマルチメディア技術の利用，デジタルマップや
3次元CAD・CG等の3次元データの活用などの観点から既存システムとのインター
フェースを改造し，実際の道路設計業務や維持管理業務に適用する中で情報の共有化
と連携を実証することを行っている．
　このような観点から，本研究は，道路事業の調査・計画・設計・施工および管理運
用のライフサイクルに必要な技術情報を電子化し統合化して利用するために，道路整
備事業の基本となる道路路線の設計情報，道路施設の維持管理情報および書類資産情
報に着目して，建設CA：LS／EC等に示される情報の共有化と連携を実現する電子化戦
略の提案と戦略に基づいて開発したシステムの実用化を目的としたものである．すな
わち，3次元CADとCGによって視覚的にデジタル化された設計情報を用いる道路
設計システムを開発し，地形や地物，構造物などを視覚的に扱うためのモデルデータ
の作成やCGデータへの変換，表現方法の工夫などによって3次元のデジタル情報を
容易に活用できることを検証した．さらに，維持管理情報の共有化とデータ連携を図
る高機能汎用画像データベースと，道路管理者と点検作業者との相互間で活用するシ
ステムを開発し，道路管理者と点検作業者とが点検情報を共有することで，点検・補
修・補強戦略に関わる意思決定の迅速化と維持管理業務の効率化が促進できることを
検証した。また，建設CA：LS／ECや情報公開に求められる情報の共有化の観点から道
路施設の維持・管理を行うための様々な書類資産を電子化し，建設CALS／：ECの進捗
に応じて段階的に書類資産を管理・運用する手法について提案した．さらに，最終目
標である成果品の完全電子化を想定して，現時点で考えられる報告書や図面類の電子
化とシステム化を行い，環境マネジメントシステム姶0140⑪1の文書管理に関する規
格の要求事項を満足する管理内容の適用も含め実用性を検証した．最後に，実用化の
ために実際の道路設計業務や維持管理業務に開発したシステムを適用し，デジタル化
された各種情報の活用方法や管理・運用方法に関する多くの知見を得ることができた．
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本論文はこれらの研究成果をまとめたものである．本研究の成果をまとめると，以下
のとおりになる．
　第2章では，道路整備事業の基本となる地形情報をデジタル化し，一貫して利・活
用するために，等高線のみによる露地函的な数値地形データの取り扱いから，本来の
等高線法とDT瓢（Digit譲Te買ai翌Mo＆el）法によるデータ表現を併用することによっ
て補足した実測データとの一元化を図り，道路設計へ適用する手法について示した．
その結果，道路の予備設計から詳細設計に至るまで一貫して利用できる地図情報レベ
ル250（相当縮尺1／250）の精度を有する3次元地形データの作成が可能となり，3
次元CADを活用することで設計作業の大幅な省力化や計画見直し等フィードバック
への迅速な対応が実現可能となった．
　第3章では，複数の計画路線を比較・検討する概略設計において，道路設計で作成
した3次元のデジタル情報を有効に活用する路線選定手法を提案した．すなわち，地
形データ作成から数量計算に至る道路設計の大半を3次元CADによって実施すると
ともに，地形や地物，構造物などを視覚的に取り扱うためのモデルデータの作成やコ
ンピュータグラフィックス（CG）データへの変換，表現方法の工夫など，パーソナ
ルコンピュータを用いて3次元のデジタル情報を容易に活用する道路設計システム
について示した．その結果，設計図面や鳥轍図による従来の路線選定から，3次元
CADやCGによって視覚的にデジタル化された設計情報を用いて，立体的な視点から
路線を比較・検討しその優劣を判断する路線選定が可能となった．さらに，道路の線
形性や走行性，景観性などの空間的な広がりをクライアントおよび地元住民に対して
正確に伝えることが実現可能となった．
　第4章では，道路の機能性や景観降等を検討するために，道路設計に導入した3次
元のデジタル情報を利用し，CGによる走行シミュレーションおよび景観シミュレー
ション手法を提案した．すなわち，道路設計を3次元CADで実施するとともに，そ
の過程でデジタル化された道路設計に関わる情報をさらにモデルデータへ変換し，走
行アニメーションやフォトモンタージュ，カラーパースを作成する手法の開発および
道路景観上の観点と道路施設に要求される機能との関係からCGによるシミュレーシ
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ヨン手法の適応性を体系的に取りまとめるとともに，実際の設計現場での利用方法に
ついて示した．その結果，設計者自らが比較的手軽に，かつ低コストでCG制作を行
うことが可能となり，道路設計の早期段階から計画道路のイメージを正確に把握し，
意思決定や合意形成を行う上で大いに役立つシミュレーションが実現可能となった．
　第5章では，社会生活の多様化に伴う道路機能の保全や構造物の長寿命化への要求
に応えるために，工学的な課題である道路施設の維持管理業務に求められる迅速性や
正確性の観点から，維持管理に必要な画像情報や文字数値情報の全てを電子化してデ
ータベース上で一括管理し，道路管理者と点検作業者との相互間で活用するシステム
について開発した．さらに，このシステムを実在する橋梁の維持管理業務に適用する
中で，電子化して維持管理情報を共有化することの有効性を検証した．この研究は，
建設省が現在推進している建設CA：LS／ECの中においても，道路施設の維持管理に関
する情報を共有化するための先導的な研究と位置付けられ，一般化できれば全国的に
幅広く適用できる．
　第6章では，建設CA盈S／ECや情報公開に求められる情報の共有化の観点から，道
路施設の維持・管理を行うための様々な書類資産を電子化し，活用する方法について
示した．このために，道路：施設等の書類資産を利用形態に応じて分類し，印刷物ある
いは電子化による保管方法と電子メディアの適用性について論じた。また，道路施設
の維持・管理を行うための様々な書類資産を電子化して活用する電子ファイリングシ
ステムを構築した．さらに，これらのシステムを実際の維持・管理業務に適用する中
で，道路施設の維持・・管理情報を電子化して活用することの有効性を検証した．
　第7章では，印刷物による資産と電子化された資産の両面から，建設CALS／ECの
進捗状況に応じて段階的に書類資産を管理・運用する手法について提案した．特に，
印刷物の書類資産については，環境マネジメントシステム亙SO14001の文書管理に関
する規格の要求事項を満足する管理内容に従って書類情報のデータベース化を行うと
ともに，インターネット技術を駆使して常に最新の書類を検索・貸し出し・返却がで
きるシステムを構築した．さらに，このシステムを建設コンサルタントの事務所に適
用する中で，官公庁における情報公開法に対応した書類管理の取り組み手順を提案し，
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書類資産情報を電子化して活用することの有効性を検証した．
　以上のように，本論文では道路整備事業の調査・計画・設計・施工および管理運用
のライフサイクルにおいて，道路整備事業の基本となる設計情報，維持管理情報およ
び書類資産情報を関係者間で効率的に交換・共有・連携する環境を創出するために，
各段階で発生する技術情報を電子化し統合化する手法を提案するとともに，電子化さ
れた技術情報を利・活用する手段として道路設計システム，汎用画像データベースシ
ステム，電子ファイリングシステムおよび書類資産管理システムの開発を行った。さ
らに本研究の成果を実際の道路設計業務や維持管理業務に適用し，得られた結果に基
づいて提案する手法およびシステムの有効性を検証した．本研究によって，視覚的に
デジタル化された設計情報を用いて立体的な視点から路線を比較しその優劣を判断す
る路線選定が可能となり，また限られた公共投資の中で，迅速かつ合理性のある点検・
補修・補強戦略の立案が可能となり，さらに情報公開法に求められる書類資産情報の
共有化と建設CALS／ECおよび環境マネジメントシステムに準じた段階的な書類資産
の運用・管理が実現可能となった．
　なお，本研究は，建設省が現在推進している建設CALS／ECの中においても先導的
な研究と位置付けられ，これを契機に，建設CA：LS／ECで提唱されている公共事業の
調査・計画・設計・施工および管理運用の各段階で発生する各種情報の電子化，ネッ
トワーク環境下での共有化並びにデータ連携がより促進されるものと考えられる．
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